
201９年度全社協 国研修 後期 就労支援員研修

12月12日9時～11時

『講義と演習③』

地域づくり、自治体による就労支援

(一社)釧路社会的企業創造協議会 櫛部武俊



オッチャンたちの誇り



自立助長から自立支援へ

◆1950年生活保護法（2014改正生活保護法）以来『自立の助長』を目的としてき
た。（適正実施）

◆2004年社会保障審議会福祉部会『生活保護制度の在り方に関する専門委員会』
⇒経済的自立（就労自立）・健康回復・生活の自己管理の日常生活の自立、社会と
の繋がり回復する社会生活の自立 の三つの自立論と自立支援プログラム ◆2004年
（平成16年）から取り組んできた釧路モデル～自立支援の到達点

★中間的就労と社会的居場所づくり★かけがえのない私という実存（自己肯定感）



釧路モデルの分析と中間的就労

日常生活
自立

社会生活
自立

就労自立

ただちに就労困難、あるいはケースワークだけでは就労困難な

生活保護受給者を対象にご本人の「ステージ」に応じた多様

な自立支援プログラムを用意

ペイド
ワーク
０％

ペイド
ワーク
０％

ペイド
ワーク
１００％

中
間
的
就
労
自
立
が
な
い



漁網の仕立て作業～基幹産業のニッチと技術継承
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地域で支えられていた人が支える人に回る仕組みを構築
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• 漁業は、釧路市・厚岸町の基幹産業であるが、その下支えをしてい

る漁網業界の現場（整網作業）で高齢化が進み、担い手不足

により業界の存続が危惧されている。

• 整網作業は、機械化するのが困難であり、今後も手作業に頼るし

かないのが現状である。

• 新たな担い手が生まれない大きな要因は、作業の習熟度が上がら

ないと、一定の収入が得られないことにある。

• そこで、本協議会の取り組む中間的就労自立の場として、整網作

業に取り組み、同時に問題解決を図るのが狙いである。

生活困窮者支援を通じた地域づくり



出口づくり・・就労支援部会



企業、障がい者就業・生活支援センター等との学習会



いわゆるひきこもり（就職氷河期問題）の取り組み



音別ふき蕗団の取り組み

釧路市と合併した音別町。
『地域の資源「ふき」を通じて、街が有名になり、誰もが自信を持って暮らせる街に』

地域の人たちが紡いだビジョンが行政、企業、地銀、東京のヨソ者、音楽家の共感を生み繋がる。

ふき栽培で誇りと居場所を取り戻して、持続可能な暮らしを実現する。
農業と福祉と音楽で地域にお金を生み循環させる取り組みです。



多様な仲間と出会いで拓かれる
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誇りを持って生きる地域づくり（活動人口・・大森 彌先生）



自立・就労・社会を巡って

①自立論について
〇「社会参加と自立」が尊厳ある生活の基礎だとする考え方
〇自立支援型の貧者の統治様式だとする考え方

②就労支援論について
〇所得保障にたった就労サービス論だとする考え方
〇社会的自立、権利としての労働だとする考え方（中間的就労）

③地域共生社会論等、社会論について
〇互酬による共同体依存になるのか
〇共感を基礎とした人と人の関係によるのか
〇連携にとって 役場も民間も縦割りで自分たちが一番だとする文化の中にいる。

★新福祉事務所構想青森県モデル（1973年から3年）・・青森県東福祉事務所 六法
型福祉事務所（ゼ ネラリック・・地域福祉活動の重要性の認識、社会が「個人・家族・地
域」で成り立つことへの強い関心、福祉ニーズ に応える計画が必要との認識）

★中間的組織の重要性（NPO・協同組合等）

★社会をつくるＳＷ・・・1980年代からCO、CD、SAが消える。SW＝実質ケースワーが残
る。個別支援と管理化




